






















































































以下の例文では､ ｢不自然｣と判断された形式には ｢*｣を付し､ ｢やや不自然｣と判











(1) a.母親が 息子に 本を よませた｡ 《使役》
































五段動詞 (書く｡取る)では､従来の使役動詞 (カカス ･トラス)に加えて､二重使役
形式化によって生まれた二重使役形式 (カカサス ･トラサス)がある｡--段動詞 (見る ･
寝る)では､従来の使役動詞 (ミサス ｡ネサス ;以下､サス使役動詞)がラ行五段化した



































(6) a. ライオンが 暴れる





























b.父親が 母親に (言って) 子供を
(ll) a. 子供が
b.父親が 母親に (言って) 子供を
(12) a. 子供が

































太郎が 船を 漕ぐ [- (8a)]





太郎が しょうゆを 諌める [- (9a)]









(17)a. Cが アソブ 【もとになる動詞】
b. Bが Cを アソバス 【使役動詞】
C.Aが Bに Cを アソバサス 【二重使役形式】







































































































































































































































































































































































2)ここであげた単なる ｢使役｣については､ ｢誘発使役｣ (柴谷1978)､ ｢指令｣ (佐藤1986)
など､様々な呼び方があるが､ここでは単に ｢使役｣と呼んでおくoまた､ ｢許容｣に関して
も ｢許可 ｡放任｣ (佐藤1986)というものがあるが､ここでは ｢許容｣と呼んでおく｡
3)語桑的使役とは ｢殺す｣ (⇔ ｢死ぬ｣)のような､もとになる動詞と形態的に関連の無い動詞
による使役表現､形態的使役とは ｢-させる｣のような接辞 (形態素)の付加による使役表現､
分析的使役とは英語の ｢Causetodie｣のように､使役を表す動詞とひきおこされる動作 ･変
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